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是
の
故
に
慎
到
、
知
を
棄
て
己
を
去
り
、
而
て
巳
む
を
得
ざ

る
に
縁
り
、
…
…
誤
牒
任
ず
る
元
く
、
而
て
天
下
の
尚
賢
を

笑
う
。
縦
脱
行
う
無
く
、
而
て
天
下
の
大
聖
を
非
る
。

と
評
し
て
い
る
。
戦
国
末
期
に
あ
っ
て
は
、
「
賢
」
「
知
」
や
「
尚

賢
」
を
否
定
す
る
こ
と
が
、
慎
到
の
極
め
て
大
き
な
特
色
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
慎
到
が
唱
え
た
と
い
う
「
不
尚
賢
」
（
『
荀
子
』
楊
注
）

と
は
、
具
体
的
に
は
一
体
ど
の
よ
う
な
主
張
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

と
非
難
し
て
お
り
、
ま
た
『
荘
子
』
天
下
篇
は

慎
子
は
法
に
蔽
わ
れ
て
賢
を
知
ら
ず
。
（
解
蔽
篇
）

戦
国
中
期
の
思
想
家
で
あ
る
慎
到
に
つ
い
て
、
『
荀
子
』
は

は
じ
め
に 『

慎
子
』

の
尚
賢
説
に
つ
い
て

た
と
え
ば
武
内
義
雄
は
、
「
慎
到
は
…
…
尚
賢
を
排
し
聖
人
を
蔑

視
し
て
、
た
だ
法
に
よ
っ
て
天
下
を
治
め
得
べ
き
も
の
と
考
え
、

人
主
は
よ
ろ
し
く
勢
位
を
持
し
て
私
智
を
挿
ま
ず
、
法
に
従
っ
て

賞
罰
を
行
な
う
べ
き
と
説
い
た
」
（
「
諸
子
概
説
」
、
『
武
内
義
雄
全

集
』
七
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
四
年
）
と
述
べ
、
『
荀
子
』
楊
注

の
「
慎
子
は
…
…
不
尚
賢
不
使
能
の
道
を
明
ら
か
に
す
‘
:
・
…
其

の
意
た
だ
其
の
法
を
得
れ
ば
賢
な
し
と
雖
も
治
を
為
す
べ
き
を
明

か
に
す
る
な
り
」
と
の
評
を
是
認
す
る
。

ま
た
最
近
の
論
孜
と
し
て
は
、
石
川
雅
之
は
慎
到
に
つ
い
て
「
知

慮
を
捨
て
去
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
」
「
賢
者
に
よ
る
政
治

を
否
定
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
」
と
し
、
「
『
慎
子
』
に
お
い

て
理
想
と
さ
れ
る
社
会
と
は
、
…
…
知
慮
分
別
と
い
う
人
為
を
廃

し
て
、
「
法
」
に
対
す
る
全
面
的
な
依
拠
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
」

と
い
う
。
（
「
『
荀
子
』
に
お
け
る
「
公
」
「
私
」
に
つ
い
て
」
、
『
名

古
屋
大
学
中
国
哲
学
論
集
』
一
、
二

0
0
二
年
）

赤
塚
忠
の
描
く
慎
到
の
不
尚
賢
説
は
最
も
尖
鋭
で
あ
る
。
赤
塚

井

上

了

(42) 



は
、
慎
到
が
「
法
を
尊
ん
で
君
主
の
恣
意
を
禁
じ
賢
者
の
知
恵
を

退
け
た
」
と
し
、
ま
た
「
人
は
よ
ろ
し
く
知
を
捨
て
己
を
去
り
、

可
不
可
ま
た
は
是
非
前
後
な
ど
に
こ
だ
わ
る
先
入
観
か
ら
脱
却
し
、

運
動
す
る
円
形
の
ご
と
き
立
場
を
取
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
」

（
『
中
国
文
化
叢
書
三
思
想
史
』
、
大
修
館
書
店
、
昭
和
四
十
二

年
。
傍
点
は
引
用
者
）
と
し
て
、
慎
到
が
す
べ
て
の
「
人
」
に
対

し
て
「
知
を
捨
て
己
を
去
」
る
こ
と
を
求
め
た
と
解
す
る
。
ま
た
、

「
慎
到
の
唱
え
る
よ
う
な
棄
知
去
己
が
国
民
に
要
求
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
全
く
愚
民
政
策
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
（
「
道
家
思
想
の
概
観
」
、
『
赤
塚
忠
著
作
集
』
四
、
研
文
社
、

昭
和
六
十
二
年
）
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

慎
到
は
果
た
し
て
、
「
賢
者
を
徹
底
的
に
否
定
し
て
」
い
た
（
石

川
論
文
）
の
か
。
そ
の
「
否
定
」
と
は
、
具
体
的
に
は
い
か
な
る

対
応
な
の
か
。
『
慎
子
』
の
理
想
社
会
は
「
人
間
不
在
の
法
至
上
主

義
」
「
人
間
に
知
的
活
動
を
否
定
す
る
も
の
」
（
同
）
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

本
論
で
は
、
『
群
書
治
要
』
そ
の
他
の
諸
書
に
引
か
れ
た
『
慎
子
』

に
よ
っ
て
斤
l
)

、
『
慎
子
』
の
い
わ
ゆ
る
「
不
尚
賢
」
の
実
態
を
再

考
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
『
慎
子
』
中
に
一
般
的
な
意
味
で
の
「
尚

賢
」
説
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
ま
た
二
種
類
の
「
不
尚
賢
」

説
が
見
え
る
こ
と
と
を
も
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
相
互
関
係

を
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ

こ
れ
ら
は
、
「
賢
」
で
あ
る
こ
と
は
君
主
位
保
持
の
た
め
に
は
無
益

で
あ
り
、
「
権
」
や
「
勢
位
」
を
こ
そ
侍
む
べ
き
だ
、
と
説
く
も
の

で
あ
る
。
ま
た

③
国
、
貴
賤
の
礼
有
り
て
、
賢
不
肖
の
礼
無
し
。
（
『
北
堂
書
紗
』

八
十
引
『
慎
子
』
）

②
賢
に
し
て
不
肖
に
屈
す
る
は
、
権
軽
け
れ
ば
な
り
。

た
「
不
尚
賢
」
思
想
の
重
層
性
と
い
う
観
点
か
ら
『
慎
子
』
の
位

置
づ
け
を
再
考
し
た
い
和
2
)
0

周
知
の
よ
う
に
『
慎
子
』

き
記
述
が
散
見
す
る
。

こ
ま
、

.‘“
r
,
9
-

「賢」

『
慎
子
』
中
に
見
え
る
不
尚
賢
説

（同）

を
否
定
す
る
か
の
ご
と

①
党
も
匹
夫
と
為
れ
ば
其
の
隣
家
を
も
使
う
能
わ
ず
。
南
面
し

て
王
た
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
令
す
れ
ば
行
わ
れ
禁
ず
れ
ば
止

む
。
此
に
由
り
て
之
を
観
れ
ば
‘
賢
は
以
て
不
肖
を
服
せ
し

む
る
足
ら
ず
、
而
し
て
勢
位
は
以
て
不
肖
を
服
せ
し
む
る
に

足
り
、
而
し
て
勢
位
は
以
て
賢
を
屈
す
る
に
足
る
。
（
『
群
書

治
要
』
三
十
七
引
『
慎
子
』
威
徳
篇
（
注
3
)
）

(43) 



な
ど
も
、

④
今
や
、
国
は
常
道
無
く
、
官
は
常
法
無
し
。
…
…
教
は
成
る

と
雖
も
官
は
足
ら
ず
。
官
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
道
理
は
直
し
。

道
理
園
し
け
れ
ば
、
則
ち
賢
智
を
慕
う
。
賢
智
を
礫
わ
ば
、

則

ち

国

家

の

政

要

一

人

の

心

に

在

ら

ん

。

要

』

三

十

七

引

威

徳

篇

）

「
賢
智
」
を
否
定
的
に
扱
う
箇
所
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
従
来
、
『
慎
子
』
が
「
賢
」
「
賢
智
」
に
否

定
的
で
あ
っ
た
と
の
理
解
が
導
か
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
陳
麗
桂

『
戦
国
時
期
的
黄
老
思
想
』
（
聯
経
、
民
国
八
十
年
）
は
、
後
述
す

る
⑥
⑩
な
ど
の
『
慎
子
』
文
に
よ
り
「
従
『
民
雑
』
的
叙
述
中
、

可
以
看
出
慎
到
是
反
対
人
君
退
能
用
智
的
。
」
と
正
し
く
指
摘
す
る

が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
の
由
来
に
つ
い
て
「
其
原
因
基
本
上
来
自

道
家
絶
聖
棄
智
的
伝
統
、
」
と
す
る
(
-
六
六
頁
）
。
こ
れ
は
慎
到

の
不
尚
賢
説
を
『
老
子
』
の
流
れ
の
後
に
位
置
付
け
ん
と
す
る
も

の
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
浅
野
裕
一
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』

（
創
文
社
、
一
九
九
二
年
）
は
、
慎
到
が
「
君
主
の
個
人
的
賢
智

へ
の
不
信
を
思
想
の
出
発
点
と
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
君
主
の

賢
智
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
「
官
僚
や
民
へ
の
業
務
の
委
任
」
「
勢

位
の
保
持
」
「
法
に
よ
る
統
治
」
と
い
う
方
策
を
慎
到
が
求
め
た
と

す
る
も
の
の
（
咋
4
)

、
「
慎
到
が
賢
智
に
よ
る
国
家
統
治
を
否
定
す
る

の
は
…
…
君
主
の
権
威
を
保
全
せ
ん
と
す
る
意
図
か
ら
で
あ
っ
て
、

道
家
に
よ
る
賢
智
否
定
と
は
発
想
が
根
本
的
に
異
な
る
。
」
(
-
七

五
頁
）
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
方
で
、
『
慎
中
に
は
「
慧
」
「
智
」
な
ど
を
肯
定

的
に
評
価
し
て
い
る
か
に
見
え
る
部
分
も
存
在
し
て
い
る
。

⑤

明

動

か

す

に

は

必

ず

慧

に

由

る

。

三
十
七
引
『
慎
子
』
威
徳
篇
）
（
注
5
)

『
慎
子
』
中
に
見
え
る
尚
賢
説

（
『
群
書
治
要
』

⑥
臣
は
智
・
カ
を
尽
く
し
て
以
て
其
の
事
を
善
め
、
君
は
焉
に
与

る
こ
と
無
く
、
成
る
を
仰
つ
の
み
。
（
同
じ
く
民
雑
篇
）

⑦
将
れ
治
乱
は
賢
使
任
職
に
在
り
て
忠
に
は
在
ら
ず
。
故
に
智

天
下
に
盈
つ
れ
ば
、
沢
其
の
君
に
及
び
、
忠
天
下
に
盈
つ

れ
ば
、
其
の
国
に
及
ぶ
。
（
同
じ
く
知
忠
篇
）

こ
れ
ら
の
う
ち
⑤
は
、
君
主
に
よ
る
「
動
事
」
の
し
て

「
慧
」
を
用
い
る
べ
き
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
臣
下

の
持
つ
「
慧
」
の
多
寡
に
よ
っ
て
、
各
々
に
相
応
し
い
「
事
」
を

負
わ
せ
る
べ
き
だ
と
『
慎
子
』
は
述
べ
る
。
ま
た
⑥
は
、
臣
下
が

「
事
を
善
む
」
た
め
に
「
智
」
「
力
」
を
用
い
る
べ
き
だ
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
⑦
は
、
「
治
乱
」
の
要
が
「
賢
使
任
職
」
と

(44) 



（
者
）
」
の
多
寡
に
あ
る
こ
と
を
明
言
す
る
。

す
な
わ
ち
『
慎
子
』
は
、
「
慧
」
「
智
」
な
ど
を
肯
定
的
に
評
価

し
、
こ
れ
ら
を
「
明
君
」
の
為
政
や
「
治
」
の
た
め
に
必
要
だ
と

主
張
し
、
し
か
も
君
主
に
よ
る
「
賢
使
任
職
」
の
必
要
性
を
説
い

て
さ
え
い
る
。

た
と
え
ば
『
墨
子
』
は
「
古
者
聖
王
之
為
政
、
列
徳
而
尚
賢
。

雖
在
農
工
陣
之
人
、
有
能
則
挙
之
。
」
（
尚
賢
上
篇
）
と
、
『
孟
子
』

は
「
尊
賢
育
オ
、
以
彰
有
徳
。
」
（
告
子
下
篇
）
と
主
張
し
て
お
り
、

『
荀
子
』
は
「
尚
賢
使
能
。
」
（
富
国
篇
．
君
子
篇
・
王
制
篇
な
ど
）
．

「
隆
礼
尊
賢
而
王
」
（
天
論
篇
・
強
国
篇
な
ど
）
を
説
く
。
こ
れ
ら

に
類
似
す
る
尚
賢
説
、
す
な
わ
ち
、
〈
君
主
は
「
賢
」
な
る
臣
下
を

登
用
す
べ
き
〉
と
の
説
を
、
『
慎
子
』
が
唱
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

尚
賢
説
と
不
尚
賢
説
と
の
両
立

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
は
、
さ
き
ほ
ど
確
認
し
た
『
慎
子
』
の
不
尚

賢
の
主
張
に
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
た
と
え

ば
、
王
叔
眠
『
先
秦
道
法
思
想
講
稿
』
（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研

究
所
、
民
国
八
十
一
年
）
は
、
⑦
の
主
張
に
つ
い
て
、
「
此
所
謂
智
、

為
賢
智
、
乃
慎
子
所
取
。
其
所
去
者
、
乃
巧
智
也
。
」
と
理
解
し
て

『
荘
子
』
天
下
篇
な
ど
の
記
事
と
の
整
合
を
は
か
る
(
-
八
頁
）
。

し
か
し
「
賢
智
」
と

す
る
よ
う
な
主
張
は

乏
し
い
。

こ
れ
ら
⑤

S
⑦
を
一
見
し
て
気
付
く
こ
と
は
、
「
智
力
」

「
賢
」
が
臣
下
に
対
し
て
の
み
求
め
ら
れ
て
お
り
、
亡
に
は
こ

れ
ら
が
求
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
⑥
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
君
臣
異
道
」
の
思
想
が
明
瞭
に
主
張
さ
れ
て
い
る
（
注

6
)
。
つ
ま
り
『
慎
子
』
に
お
い
て
は
、
「
智
」
「
力
」
を
尽
く
す
の

は
臣
下
の
み
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
沖
7
)
0

君
子
の
為
す
べ
き
不
尚
賢

人
君
の
為
す
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、

で
は
、
臣
下
に
対
し
て
は
「
賢
使
任
職
」
し
、
自
ら
は
「
焉
に

与
る
こ
と
無
く
、
成
る
を
仰
つ
の
み
」
だ
と
さ
れ
る
君
主
は
、
自

ら
の
「
賢
」
「
智
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
べ
き
な

の
か
。『

慎
子
』
は
、

に
述
べ
る
。

⑧
人
君
為
る
者
は
、

て
得
失
を
観
る
。

篇）

巧
知
」

と
を
峻
別
し
て
後
者
の
み
を
否
定

中
に
見
え
ず
、
王
説
に
は
根
拠
が

多
く
聴
か
ず
、

次
の
よ
う

法
に
拠
り
数
に
俯
り
、

二
十
七
引

以
君
臣

(45) 



⑨
大る。

法
に
任
ね
て
射
ら
為
さ
ざ
れ
ば
、

（
同
じ
く
君
人
篇
）

則
ち
事

⑩
人
君
臣
に
任
ね
て
自
射
ら
す
る
勿
け
れ
ば
、

事
む
。
（
同
じ
く
民
雑
篇
）

法
に
断
か

則
ち
臣

事
を

⑪
罪
を
定
め
財
を
分
か
つ
に
は
必
ず
法
に
由
り
、
徳
を
行
い
中

を
制
む
る
に
は
必
ず
礼
に
由
る
。
（
同
じ
く
威
徳
篇
）

つ
ま
り
『
慎
子
』
に
お
け
る
君
主
は
、
実
務
を
臣
下
に
委
任
し
、

判
断
を
「
法
」
「
礼
」
に
委
任
す
る
。
一
切
の
是
非
判
断
は
「
法
」

「
礼
」
に
よ
っ
て
自
動
的
に
為
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
君
主
の
恣

意
や
「
賢
智
」
に
よ
っ
て
「
法
」
を
柾
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

法
に
定
め
の
な
い
賞
罰
を
君
主
の
恣
意
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
も
ま

た
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、

⑫
若
し
君
の
智
を
し
て
最
も
賢
た
ら
し
め
、
一
君
を
以
て
尽
く

下
を
贈
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
労
る
。
（
『
群
書
治
要
』

三

十

七

引

民

雑

篇

）

と
の
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
君
主
の
「
賢
」

「
智
」
の
は
た
ら
き
を
否
定
す
る
立
場
で
あ
る
。
君
主
の
「
賢
」

を
尚
ば
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
れ
は
「
不
尚
賢
」
の
主
張

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

で
あ
る
以
上
、
君
主
が
「
賢
」
「
智
」
を
備
え
て
い
る
必
要
は
な

く
、
君
主
は
無
知
無
能
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
現
に
『
慎
子
』
は
、
「
賢
」
で
あ
る
こ
と
と
「
君
」

に
な
る
こ
と
と
の
因
果
関
係
を
、
下
記
の
よ
う
に
否
定
し
て
い
る
。

⑬
賢
多
く
と
も
、
以
て
君
を
多
く
す
べ
か
ら
ず
。
賢
無
く
と

も
、
以
て
君
を
無
く
す
べ
か
ら
ず
。
（
『
荀
解
蔽
篇
楊
注

引
『
慎

そ
の
当
時
に
た
ま
た
ま
賢
者
が
存
在
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
も
、

君
主
位
を
空
位
に
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
賢
者
が

複
数
存
在
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
複
数
人
を
君
主
位
に
即
け
る
わ

け
に
も
い
か
な
い
。
こ
こ
で
『
慎
子
』
が
否
定
し
て
い
る
「
尚
賢
」

と
は
、
単
に
〈
賢
者
を
尚
ぶ
〉
と
い
う
一
般
的
な
行
為
で
は
な
く
、

〈
賢
者
を
尚
ん
で
君
主
位
に
即
け
る
〉
と
い
う
特
殊
な
行
為
な
の

で
あ
る
。

慎
慾
賞
偽
作
本
の
附
す
注
は
、

⑭
君
を
立
て
て
而
し
て
賢
を
尊
ぶ
。
是
れ
賢
と
君
と
争
う
な
り
。

君
主
位
に
対
す
る
不
尚
賢
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に
対
し
て

其
の
乱
る
る
こ
と
、
君
無
き
よ
り
甚
し
。

十
四
引
『
慎
子
』
）

（
『
芸
文
類
緊
』
五

君
を
立
て
て
而
て
賢
を
尊
べ
ば
、
則
ち
、
尊
二
上
有
り
て
、

政
多
門
に
出
づ
。
国
必
ず
乱
に
至
る
。
「
賢
を
尊
ぶ
」
と
は
、

尊
位
重
禄
の
尊
に
非
ず
し
て
、
権
君
と
並
ぶ
の
謂
な
り
。

と
解
釈
し
て
い
る
。
該
注
は
「
尊
賢
」
を
、
「
尊
位
重
禄
」
す
な
わ

ち
臣
下
と
し
て
厚
く
遇
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
権
与
君
並
」
、
す

な
わ
ち
君
主
と
し
て
待
遇
す
る
こ
と
だ
と
正
し
く
理
解
す
る
の
で

あ
る
。
陳
が
⑬
に
関
し
て
「
臣
忠
也
罷
、
賢
也
罷
、
都
是
無
関
緊

要
的
、
緊
要
的
是
も
門
不
能
和
人
君
的
尊
威
相
抵
触
、
」
（
前
掲
書

一
六
四
頁
）
と
述
べ
、
「
慎
到
是
十
分
尊
君
的
、
他
認
為
国
君
是
施

政
的
主
体
、
」
（
同
一
六
三
頁
）
と
す
る
の
は
、
読
み
込
み
す
ぎ
の

嫌
い
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
是
認
し
得
よ
う
。

さ
て
、
〈
賢
者
を
登
用
す
べ
き
〉
と
い
う
尚
賢
説
は
、
究
極
ま
で

突
き
詰
め
る
と
、
〈
賢
者
を
君
主
の
位
に
ま
で
登
用
す
べ
き
〉
と
い

う
発
想
、
す
な
わ
ち
禅
譲
説
に
ま
で
行
き
着
い
て
し
ま
う
（
注
8
)
0

こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
世
襲
王
朝
や
封
建
制
そ
の
も
の
を
否
定
し
か

ね
な
い
主
張
で
あ
ろ
う
（
注
9
)
。
こ
の
よ
う
に
極
端
な
尚
賢
説
を
主

張
し
た
の
が
『
唐
虞
之
道
』
で
あ
り
、
『
墨
子
』
尚
同
上
篇
の
「
選

天
下
之
賢
可
者
、
立
以
為
天
子
。
」
も
こ
の
よ
う
な
発
想
に
近
い
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
極
端
な
尚
賢
説
に
反
対
し
、
尚
賢
を
臣
下

の
間
の
み
で
行
う
よ
う
制
限
し
て
君
主
位
世
襲
を
擁
護
せ
ん
と
し

た
の
が
、
た
と
え
ば
『
孟
子
』
で
あ
っ
た
（
注

1
0
)
0

二
つ
の
不
尚
賢
説
の
関
係

「
不
尚
賢
」

以
上
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
『
慎
子
』
の
い
わ
ゆ
る

に
は
、
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

第
一
に
は
、
必
ず
し
も
賢
で
は
な
い
君
主
が
行
う
べ
き
、

の
為
す
べ
き
不
尚
賢
〉
で
あ
る
。
『
慎
子
』
に
よ
る
と
、
君
主
は
自

ら
の
賢
智
に
よ
る
判
断
を
一
切
行
わ
ず
に
、
是
非
の
判
断
や
賞
罰

の
執
行
を
す
べ
て
法
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
君

、
、
、

主
は
、
自
ら
の
賢
智
を
尚
ん
で
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
〈
君
主
の
地
位
に
対
す
る
不
尚
賢
〉
で
あ
る
。
こ
こ

で
否
定
さ
れ
る
「
尚
賢
」
と
は
、
単
に
〈
賢
者
を
尚
ぶ
こ
と
〉
で

は
な
く
、
〈
賢
者
を
尚
ん
で
君
主
の
地
位
に
ま
で
上
げ
る
こ
と
〉
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
不
尚
賢
」
は
、
〈
賢
者
を
登
用
し
な
い
〉

と
い
う
主
張
で
は
な
く
、
〈
賢
者
を
登
用
し
つ
つ
も
、
君
主
の
位
ま

で
は
与
え
な
い
〉
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
『
慎
子
』
は
、
〈
臣
下
の

う
ち
の
賢
な
る
者
を
、
臣
下
と
し
て
の
枠
内
で
抜
擢
す
る
〉
と
い

う
意
味
で
の
「
尚
賢
」
を
否
定
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
「
賢
使
任
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と
す
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
法
は
、

以
上
の
よ
う
に
『
慎
は
、
君
主
が
賢
で
な
く
と
も
「
法
」

な
ど
へ
の
委
任
に
よ
っ
て
国
家
は
正
常
に
運
営
さ
れ
る
と
す
る
。

こ
れ
は
、
君
主
個
人
の
賢
不
肖
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
位
を
安
定
さ

せ
る
効
果
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
慎
子
』
は
、

臣
下
や
法
律
に
す
べ
て
を
委
任
す
る
、
と
い
う
事
を
君
主
に
求
め

る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
凡
庸
な
君
主
に
は
困
難
な
行
為
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
委
任
を
行
う
君
主
を
『
慎
子
』
が
「
明
君
」
（
威
徳
篇
）

と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
、
『
慎
子
』
の
主
張
が
実
践
し
が
た
い
こ
と

を
却
っ
て
表
徴
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

ま
た
『
慎
子
』
は
、
君
主
が
依
拠
す
べ
き
「
法
」
に
つ
い
て

⑮
法
か
ら
ざ
る
と
雖
も
、
猶
お
法
無
き
に
愈
る
。

治
要
』
三
十
七
引
『
慎
子
』
威
徳
篇
）
（
注
ll)

君
主
に
求
め
ら
れ
る
能
力

た
だ
公
開
さ
れ
運
用
さ
れ
る

職
」
を
推
奨
す
る
。

こ
れ
ら
二
種
の
不
尚
賢
説
は
無
関
係
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
互
い
に
補
い
あ
う
。
君
主
は
自
ら
の
賢
知
を
働
か
せ
る
必
要
が

な
い
と
さ
れ
、
そ
の
故
に
、
賢
で
あ
る
こ
と
は
君
主
の
必
要
条
件

と
は
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

と
が
重
要
で
あ
り
、
法
そ
の
も
の
の
是
非
善
悪
は
二
義
的
な
問
題

と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
で
あ
れ
ば
、
無
能
な
君
主
に
も
制
定
・

運
用
で
き
よ
う
。
し
か
し
『
慎
子
』
は
、
他
方
で

(
『
芸
文
類
緊
』
五

と
し
て
お
り
、
「
道
」
に
従
っ
て
「
法
」
を
改
廃
す
る
能
力
を
君
主

に
求
め
て
い
る
（
注
13)°

こ
れ
も
『
慎
子
』
説
の
不
徹
な
点
と
し
て

指
摘
さ
れ
得
よ
う
。

何
よ
り
も
『
慎
子
』
は
、
「
未
必
最
賢
於
衆
」
（
『
群
書
治
要
』

三
十
七
引
『
慎
子
』
民
雑
篇
）
か
つ
「
無
事
」
（
同
）
で
あ
る
君
主

が
、
い
か
に
し
て
「
得
助
於
衆
」
（
同
じ
く
威
徳
篇
）
し
「
勢
位
」

「
権
」
（
同
）
を
保
持
す
る
か
と
い
う
方
法
論
、
す
な
わ
ち
臣
下
を

督
責
す
る
た
め
の
「
術
」
を
、
ま
っ
た
＜
提
示
し
な
い
の
で
あ
る
。

尚
賢
説
の
位
置

さ
て
、
先
秦
に
お
け
る

な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
が
、

よ
う
。

「
尚
賢
」
「
不
尚
賢
」
の
主
張
に
は
様
々

こ
れ
ら
は
お
お
む
ね
三
種
に
大
別
で
き

次
頁
図
の
う
ち
A
は
、
賢
者
を
臣
下
と
し
て
登
用
す
る
の
み
な

ら
ず
、
君
主
位
を
も
「
尚
賢
」
に
よ
っ
て
左
右
す
べ
き
と
す
る
も

⑯
道
を
以
て
法
を
変
ず
る
者
は
君
長
な
り
。

十
四
引
『
慎
子
』
）
（
注
12)
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のである。これはもっとも極端な「尚賢」の主張であり、

『墨子』尚同中篇の「選択天下賢良聖知弁慧之人、立為

天子。」や『唐虞之道』の「尊賢、故禅。」などが代表例

として挙げられよう。これによると君主は、自らが賢で

あることによってその地位を保証され、もし自らを凌ぐ

賢者が出現すれば、これに対して君主の地位を明け渡さ

ねばならなくなる。

Bは、賢なる臣下を登用するものの、賢者が君臣の分

を越えて君主の地位に登ることは認めない。これは限定

された「尚賢」の主張である。Bの立場に立つならば君

主は、臣下のうち賢なるものを活用しつつ、その地位は

C B A I/ 
＾ な 君^ お君

不君
よ主

者賢主は ―’ 
ら主

？ なは→ びの

で自不 い者阪文尚
君と

もら尚 ッ賢 主る

喜の門
'- 位ベ

で
な

にき
を賢

＜ つ態
保用を

て
い度

てし‘ は
て

邑ず

＾ ＾ ＾ 臣
登君 登君 登 君
用主 用主 用 主

下

しは-,せは→ せは―’ の

て賢 不 ね賢尚 ね 賢 尚 登

はな、尚 ばな芭 ばな置
用

なる←賢 なる なる
に

ら臣 ら臣 ら臣
つ

な下 な下 な下 し‘

いを いを いヽを
て

彎 ~ 

子
』
の
不
尚
賢
説
に
は
二
種
類
が
あ
る
。

第
一
に
は
、
〈
君
主
の
地
位
に
関
す
る
不
尚
賢
〉
で
あ
る
。
『
慎

子
』
は
、
賢
な
る
臣
下
を
登
用
す
る
こ
と
（
『
慎
子
』
知
忠
篇
に
い

う
「
賢
使
任
職
」
）
を
む
し
ろ
積
極
的
に
推
奨
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

終
わ
り
に

賢
者
に
脅
か
さ
れ
な
い
。

で
あ
っ
た
。

最
後
の

C
は
、
臣
下
の
間
で
も
「
尚
賢
」
を
実
行
す
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
特
異
な
政
治
思
想

で
あ
り
、
『
老
子
』
の
「
不
尚
賢
、
使
民
不
争
。
」
（
第
三
章
）
と

い
う
主
張
が
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。

以
上
の
う
ち
、

A
の
立
場
を
「
尚
賢
」
、
C
の
立
場
を
「
不
尚
賢
」

と
呼
ぶ
こ
と
は
概
ね
是
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
問
題
は
B
の
位

置
づ
け
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
A
と
B
と
の
区
別
、

ま
た
B
と

C
と
の
区
別
は
、
必
ず
し
も
厳
密
に
為
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
〈
君
主
の
地
位
に
対
す
る
不
尚
賢
〉
と
〈
君
主
が
為
す
べ
き

不
尚
賢
〉
と
が
混
同
さ
れ
た
ま
ま
で
『
慎
子
』
の
「
不
尚
賢
」
が

議
論
さ
れ
、
ま
た
『
慎
子
』
の
不
尚
賢

(
B
の
意
味
で
の
不
尚
賢
）

と
C
の
意
味
で
の
不
尚
賢
と
を
混
同
し
た
ま
ま
で
『
慎
子
』
と
『
老

子
』
と
の
関
係
な
ど
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
主
張
が
『
慎
子
』
の
そ
れ
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賢
者
を
君
主
に
推
戴
す
る
こ
と
の
み
は
禁
止
す
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
『
孟
子
』
な
ど
と
同
様
、
き
わ
め
て
穏
健
な
「
不
尚
賢
」

の
主
張
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
は
、
〈
君
主
が
行
う
べ
き
不
尚
賢
〉
、
す
な
わ
ち
、
君
主

が
み
ず
か
ら
の
賢
を
発
揮
し
な
い
、
と
い
う
意
味
で
の
「
不
尚
賢
」

の
主
張
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
「
賢
智
の
否
定
」
は
、
『
荘
子
』

天
下
篇
が
「
生
人
の
行
に
非
ず
し
て
死
人
の
理
な
り
」
と
酷
評
す

る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
機
械
的
、
い
わ
ば
非
人
間
的
な
主
張
で
あ

り
、
『
慎
子
』
に
特
徴
的
な
「
不
尚
賢
」
の
主
張
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
漢
初
に
申
不
害
学
派
や
韓
非
学
派
な
ど
が
隆
盛
と
な
る
な
か
、

『
慎
子
』
学
派
の
み
が
不
振
で
あ
っ
た
（
注
14)

の
は
、
そ
の
学
説
が

君
主
の
恣
意
を
禁
じ
る
も
の
で
あ
り
、
皇
帝
権
力
を
制
限
す
る
性

質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
は
な
い
か
と
も
予
想

さ
れ
る
（
注
15)0

『
孟
子
』
や
『
慎
子
』
な
ど
と
同
時
期
以
前
の
儒
家
が
、
君
主

位
を
も
「
尊
賢
」
に
よ
り
左
右
せ
ん
す
る
極
端
な
「
尚
賢
」
思
想

を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
『
唐
虞
之
道
』
発
見
に
よ
り
明
ら
か
と

な
っ
た
。
同
じ
く
「
尚
賢
」
「
尊
賢
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
主
張
の

多
様
性
を
正
し
く
認
識
し
た
上
で
、
戦
国
中
期
以
降
に
お
け
る
政

治
思
想
の
展
開
、
と
く
に
君
主
権
正
当
化
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
1
)
宋
代
以
降
の
五
篇
本
『
慎
子
』
は
す
べ
て
『
群
書
治
要
』
に
出
る
。

本
論
で
用
い
た
『
群
書
治
要
』
は
、
現
存
最
古
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

金
沢
文
庫
旧
蔵
紗
本
（
汲
古
書
院
平
成
元
年
影
印
本
）
で
あ
る
。
北

斉
お
よ
び
唐
以
降
の
『
慎
子
』
テ
キ
ス
ト
と
劉
向
校
定
本
と
の
間
に

断
絶
は
無
い
よ
う
で
あ
る
が
、
劉
向
校
定
本
と
戦
国
以
前
の
テ
キ
ス

ト
と
の
関
係
は
未
詳
。

現
在
ひ
ろ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
『
慎
子
』
テ
キ
ス
ト
は
、
『
守
山
閣

叢
書
』
に
収
め
ら
れ
た
銭
熙
詐
輯
校
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が

基
づ
い
た
と
い
う
「
原
刻
」
は
『
墨
海
金
壷
』
本
『
慎
子
』
、
つ
ま
り

『
四
庫
全
書
』
本
『
慎
子
』
を
さ
ら
に
張
海
鵬
が
改
変
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
『
四
庫
全
書
』
本
『
慎
子
』
の
底
本
は
、
明
末
の
俗
本

た
る
『
十
二
子
』
本
で
あ
り
、
慎
懲
賞
刊
本
（
万
暦
年
間
の
偽
作
）

に
由
来
す
る
部
分
を
も
混
え
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
現

行
本
『
慎
子
』
の
資
料
的
問
題
に
つ
い
て
」
（
本
誌
冬
号
、
一
九
九
九

年
）
を
参
照
。

(
2
)

「
尚
賢
」
と
い
う
語
は
『
墨
子
』
に
初
出
す
る
が
、
『
孟
子
』
や
『
唐

虞
之
道
』
に
は
「
尚
賢
」
な
る
語
は
見
え
ず
、
も
っ
ぱ
ら
「
尊
賢
」

が
用
い
ら
れ
る
。
本
論
で
は
、
〈
賢
を
尚
ぶ
べ
き
〉
だ
と
い
う
主
張
を

一
括
し
て
「
尚
賢
」
説
と
呼
称
す
る
。

注
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な
お
『
唐
虞
之
道
』
と
は
、
一
九
九
三
年
に
湖
北
省
荊
門
市
の
郭

店
一
号
楚
墓
よ
り
発
見
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
郭
店
楚
簡
」
に
含
ま

れ
る
新
出
の
文
献
で
あ
る
。
同
墓
の
造
営
は
紀
元
前
三
百
年
前
後
と

す
る
の
が
考
古
学
的
な
定
説
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
れ
を
否
定
す
べ
き

論
拠
を
持
た
な
い
。
こ
の
定
説
に
従
う
限
り
、
『
唐
虞
之
道
』
を
含
む

郭
店
楚
簡
文
献
す
べ
て
の
成
書
年
代
は
前
三
百
年
頃
よ
り
も
以
前
と

な
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
「
白
起
抜
郡
」
の
年
代
、
す
な
わ
ち
郭

店
一
号
楚
墓
を
含
む
領
域
が
楚
か
ら
秦
に
奪
取
さ
れ
た
年
と
さ
れ
る

前
二
七
八
年
よ
り
以
降
に
、
こ
の
地
に
楚
墓
が
造
営
さ
れ
楚
の
貴
族

が
下
葬
さ
れ
た
と
想
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
唐
虞

之
道
』
の
内
容
よ
り
見
る
と
、
燕
に
お
け
る
禅
譲
事
件
（
前
三
―
四

年
頃
）
よ
り
以
降
に
、
禅
譲
を
い
わ
ば
無
邪
気
に
賛
美
す
る
『
唐
虞

之
道
』
の
ご
と
き
文
献
が
成
立
す
る
可
能
性
は
低
い
。
『
唐
虞
之
道
』

は
燕
の
禅
譲
事
件
よ
り
以
前
に
成
書
し
た
も
の
で
、
『
孟
子
』
や
河
北

省
平
山
県
戦
国
時
期
中
山
王
墓
（

M
-
号
墓
）
よ
り
古
い
時
代
に
属

す
る
資
料
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

近
年
、
郭
店
楚
簡
文
献
の
内
容
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
成
立
年
代
を

「
白
起
抜
郡
」
以
降
と
す
る
論
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、

い
わ
ば
「
郭
店
秦
簡
」
説
を
補
強
し
て
い
く
た
め
に
は
、
考
古
学
的

な
知
見
を
単
純
に
無
視
す
る
の
で
は
な
く
、
郭
店
一
号
墓
お
よ
び
周

辺
の
墓
群
（
紀
年
副
葬
品
を
伴
出
し
た
陵
墓
も
含
む
）
の
編
年
を
再
構

成
す
る
な
ど
、
考
古
学
的
作
業
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
提
案
を
欠
い
た
ま
ま
で
郭
店
一
号
墓
の
造
営

年
代
の
み
を
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
説
に
は
、
直
ち
に
は
従
い
が
た

、。し
ま
た
他
方
に
は
、
文
献
の
成
書
か
ら
流
布
す
る
ま
で
に
要
す
る
期

間
、
ま
た
文
献
入
手
か
ら
下
葬
ま
で
に
要
す
る
期
間
と
し
て
各
々
数

十
年
を
想
定
し
、
郭
店
楚
簡
文
献
の
成
立
年
代
を
戦
国
前
期
や
春
秋

後
期
に
遡
ら
せ
よ
う
と
す
る
論
も
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
春
秋

後
期
に
す
で
に
『
春
秋
』
が
成
書
し
経
典
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事

態
は
想
定
し
が
た
く
、
郭
店
楚
簡
文
献
の
成
書
年
代
を
大
幅
に
引
き

上
げ
ん
と
す
る
説
に
も
、
に
わ
か
に
は
従
い
が
た
い
。
郭
店
一
号
楚

墓
の
造
営
年
代
は
、
こ
れ
ら
文
献
の
成
書
年
代
の
下
限
を
示
す
に
す

ぎ
な
い
も
の
と
扱
う
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
『
群
書
治
要
』
引
『
慎
子
』
は
、
冒
頭
の
篇
に
つ
い
て
篇
名
を
欠
く
。

暫
く
『
永
楽
大
典
』
等
に
よ
り
篇
名
を
補
う
。

(
4
)

二
四

0
頁
以
降
。
な
お
浅
野
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
慎
到
に
お
い
て

「
天
地
自
然
の
客
観
的
在
り
方
が
、
直
ち
に
法
術
・
賞
罰
・
権
衡
な

ど
の
人
為
的
制
度
の
客
観
性
に
連
結
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、

慎
到
の
説
く
「
天
地
自
然
の
客
観
性
へ
の
因
循
」
に
つ
い
て
、
「
そ
の

具
体
的
対
象
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
」
「
天
地
自
然
の
客
観
的
在
り
方

の
内
容
が
、
極
め
て
漠
然
と
し
た
ま
ま
に
羅
列
さ
れ
、
」
な
ど
と
す
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
偽
作
で
あ
る
慎
懲
賞
本
（
に
由
来
す

る
部
分
を
混
入
し
た
『
守
山
閣
叢
書
』
本
）
に
よ
っ
て
誤
ら
れ
た
も
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の
で
あ
る
。
拙
稿
「
『
慎
子
』
に
お
け
る
「
因
」
の
思
想
」
（
『
待
兼
山

論
叢
』
哲
学
篇
第
三
十
三
号
、
二

0
0
0年
）
を
参
照
。

(
5
)

明
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
は
、
「
明
君
動
事
」
の
下
に
「
分
功
」

を
有
す
。

(
6
)

こ
の
よ
う
な
主
張
の
典
型
例
と
し
て
は
、
『
荘
子
』
天
道
篇
の
「
上

元
為
也
、
下
亦
元
為
也
、
是
下
与
上
同
徳
。
下
与
上
同
徳
、
則
不
臣
。

下
有
為
也
、
上
亦
有
為
也
、
是
上
与
下
同
道
。
上
与
下
同
道
、
則
不

主
。
上
必
元
為
而
用
天
下
、
下
必
有
為
為
天
下
用
、
此
不
易
之
道
也
。
」

な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

(
7
)
た
と
え
ば
明
の
慎
懲
賞
は
、
⑤
に
対
し
「
君
必
ず
聰
明
智
慧
に
し

て
、
而
し
て
後
に
能
＜
天
下
の
事
を
理
す
。
」
と
注
す
る
が
、
こ
れ
は

「
聰
明
智
慧
」
を
「
君
」
に
求
め
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
『
慎
子
』

に
対
す
る
根
本
的
な
誤
読
だ
と
言
え
よ
う
。

(
8
)

顧
頷
剛
の
古
典
的
な
論
文
「
禅
譲
伝
説
起
於
墨
家
考
」
は
、
君
主

位
禅
譲
説
話
の
起
源
を
墨
家
の
尚
賢
説
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

(
9
)
た
と
え
ば
『
論
語
』
薙
也
篇
の
「
薙
也
、
可
使
南
面
。
」
に
つ
い
て
、

包
咸
や
鄭
玄
は
「
任
諸
侯
。
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
賢
者
た
る

仲
弓
が
至
り
得
る
地
位
を
諸
侯
ま
で
と
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
論
語
』
の
尚
賢
説
と
天
子
位
世
襲
の
原
則
と
を
両
立
せ
し
め
ん
と

す
る
苦
肉
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
朱
子
の
「
南
面
者
、
人
君
聴
治
之
位
。
」

と
い
う
大
ら
か
な
理
解
と
対
比
す
べ
き
で
あ
る
。

(10)
『
孟
子
』
は
「
尊
賢
」
を
説
く
も
の
の
、
諸
侯
位
や
王
位
の
世
襲
を 字

擁
護
し
、
人
為
と
し
て
の
禅
誤
・
放
伐
を
否
定
す
る
。
す
な
わ
ち
『
孟

子
』
は
、
王
や
諸
侯
の
地
位
に
関
し
て
は
「
尊
賢
」
「
尚
賢
」
に
反
対

す
る
の
で
あ
る
。
日
本
中
国
学
会
第
五
十
三
回
大
会
（
平
成
十
三
年

十
月
、
於
福
岡
大
学
）
に
お
け
る
筆
者
口
頭
発
表
、
お
よ
び
拙
稿
「
孟

子
に
お
け
る
世
襲
王
朝
擁
護
論

i
そ
の
反
禅
譲
・
反
放
伐
説
を
通
じ

て
ー
ー
ー
」
（
『
種
智
院
大
学
研
究
紀
要
』
四
号
、
平
成
十
五
年
三
月
発

行
予
定
）
を
参
照
。

(11)

明
本
系
統
の
『
慎
子
』
テ
キ
ス
ト
は
こ
の
後
に
「
所
以
一
人
之
心

也
」
六
字
を
有
す
る
が
、
こ
れ
は
古
注
（
お
そ
ら
く
は
晋
の
膝
輔
注
）

が
本
文
に
窟
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

(12)
『
芸
文
類
緊
』
の
ほ
か
『
北
堂
書
紗
』
も
同
様
の
文
を
『
慎
子
』
と

し
て
引
く
が
、
『
励
忠
節
抄
』
は
同
文
を
『
戸
子
』
と
し
て
引
用
す
る
。

『
慎
子
』
に
は
こ
の
他
に
法
の
制
定
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
が
無

く
、
も
し
こ
れ
が
『
戸
子
』
か
ら
の
窟
入
で
あ
れ
ば
、
『
慎
子
』
は
君

主
に
「
以
道
変
法
」
す
る
能
力
を
求
め
て
い
る
と
は
言
え
な
く
な
る
。

な
お
付
言
す
る
な
ら
ば
、
『
長
短
経
』
が
『
慎
子
』
と
し
て
引
く
「
架

紺
之
有
天
下
也
、
四
海
之
内
皆
乱
。
」
云
々
条
も
『
戸
子
』
に
見
え
、

し
か
も
こ
れ
を
『
慎
子
』
逸
文
と
す
る
の
は
『
長
短
経
』
の
み
で
あ

る
。
銭
校
本
『
慎
子
』
は
こ
れ
を
『
慎
子
』
の
逸
文
と
認
め
る
が
、
『
長

短
経
』
は
誤
引
の
多
い
類
書
で
あ
り
、
該
条
を
『
慎
子
』
逸
文
で
あ

る
と
認
め
る
た
め
に
は
な
お
慎
重
な
考
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(13)

「
法
」
の
根
拠
に
「
道
」
を
置
く
主
張
は
、
『
管
子
』
心
術
上
篇
や
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『
経
法
』
な
ど
に
も
見
え
る
。

(14)
『
史
記
』
李
斯
列
伝
が
載
せ
る
二
世
皇
帝
へ
の
上
書
は
『
申
子
』
『
韓

子
』
や
「
申
韓
之
術
」
「
商
君
之
法
」
に
言
及
す
る
が
、
『
慎
子
』
や

慎
到
に
は
言
及
し
な
い
。
ま
た
『
漢
書
』
蔽
仲
舒
伝
に
載
せ
る
対
策

は
、
秦
が
「
申
商
の
法
を
師
と
し
、
韓
非
の
説
を
行
う
」
と
し
た
こ

と
を
述
べ
、
同
じ
く
武
帝
紀
に
載
せ
る
衛
舘
の
上
奏
は
「
挙
げ
ら
れ

し
所
の
賢
良
、
或
は
申
・
商
・
韓
非
・
蘇
秦
・
張
儀
の
言
を
治
む
。
」
と
す

る
。
『
史
記
』
衷
益
他
錯
伝
に
は
地
錯
が
「
申
商
刑
名
」
を
学
ん
だ
こ

と
を
載
せ
、
『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
は
、
買
誼
・
朝
錯
が
「
申
・
韓
に
明
」

で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
ら
に
は
い
ず
れ
も
、
『
慎
子
』
や
慎
到
の
名

は
見
え
な
い
。
お
そ
ら
く
漢
初
ま
で
に
、
慎
到
の
学
派
は
、
少
な
く

と
も
独
立
し
た
学
派
と
し
て
は
勢
力
を
失
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
漢
書
』
古
今
人
表
は
、
「
商
鞍
」
「
申
子
」
「
韓
非
子
」
を
み
な
「
中

上
」
に
ラ
ン
ク
付
け
る
が
、
「
慎
子
」
の
み
「
中
下
」
と
し
て
お
り
（
「
中

下
」
に
「
申
子
」
が
重
出
す
る
が
、
梁
玉
縄
は
こ
れ
を
術
と
す
る
）
、

後
漢
代
に
は
「
商
鞍
」
「
申
子
」
「
韓
非
子
」
と
「
慎
子
」
と
の
間
に

価
値
の
高
低
が
考
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

(15)
『
史
記
』
酷
吏
列
伝
に

客
有
譲
（
杜
）
周
日
、
「
君
為
天
子
決
平
、
不
循
三
尺
法
、
専
以
人

主
意
指
為
獄
。
獄
者
固
如
是
乎
。
」
周
日
、
「
三
尺
安
出
哉
。
前
主

所
是
著
為
律
、
後
主
所
是
疏
為
令
。
当
時
為
是
、
何
古
之
法
乎
。
」

付
記

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
は
、
『
慎
子
』
の
主
張
の
対
極
に
位
置
す

る
も
の
と
言
え
よ
う
。

本
稿
校
正
中
に
、
向
井
哲
夫
『
淮
南
子
と
諸
子
百
家
思
想
』
（
朋

友
書
店
、
二

0
0
二
年
）
を
賭
目
す
る
機
会
を
得
た
。
該
書
の
第

二
章
「
主
術
訓
と
慎
到
系
法
家
思
想
」
は
『
慎
子
』
の
思
想
を
詳

細
に
分
析
し
て
お
り
、
『
慎
子
』
の
研
究
史
上
き
わ
め
て
重
要
な

成
果
で
あ
る
。
む
ろ
ん
該
章
は
『
淮
南
子
』
研
究
の
一
環
と
し
て

著
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
『
慎
子
』
を
研
究
す
る
上

で
必
読
の
文
献
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
該
章
は
、
慎
到
の
不
尚
賢
説
に
つ
い
て
「
賢
者
を
用
い
な

い
と
言
う
意
味
」
と
「
君
主
が
自
ら
の
知
恵
を
働
か
せ
な
い
と
い

う
こ
と
」
と
を
正
し
く
峻
別
し
て
い
る
(
―
二
四
頁
な
ど
）
。
し

か
し
、
本
稿
引
用
⑭
の
『
慎
子
』
文
を
「
臣
下
に
賢
者
を
用
い
る

こ
と
へ
の
否
定
的
見
解
」
(
―
二
三
頁
）
・
「
君
主
が
臣
下
を
登
用

す
る
こ
と
：
・
…
の
否
定
」
(
-
三
二
頁
）
と
解
す
る
な
ど
し
て
お

り
、
該
書
の
見
解
と
本
稿
の
見
解
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

(53) 


